
真夏の暑さが終わったころ，東

京国立博物館の縄文時代の土器な

どの造形美に着目した展覧会に行きました．縄文時代は紀

元前１１０００年から紀元前４００年ごろまでと区分され，その間

に想像を絶する奇妙な造形の土器などが作られました．

展覧会の様子は次のようでした．まず，最初に展示され

ていたのが紀元前１１０００年から紀元前７０００年ごろの世界最

古の部類に入る縄文土器でした．この土器は底がとがって

いて，地面に置くには座りが悪いようでした．縄文土器と

言えば火炎型土器です．展示では，複数の火炎型土器が立

体的に配置されて，なかなか圧巻，かつ異様な雰囲気でも

ありました．この土器も煮炊きの鍋として使用した痕跡が

あるそうです．また，土偶も，製作地と時代によってかな

り形と大きさが異なるようです．

このように展覧会では土器などの造形が時期と製作地域

で大きく違うことがわかりやすいように企画，展示されて

いました．このような展覧会の企画も雑誌の企画もわかり

やすく工夫するのが大事，と思った次第です．

さて，あっという間に，編集委員の仕事も一年を過ぎて

しまいました．学会誌作りに少しでもお役に立てたらと

思っております．皆様のおかげで編集会議を何とか無事に

終えることができました．感謝いたします． （小倉浩一）
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